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国指定史跡「 院庄館跡」 は、鎌倉か ら室 町時代 にかけての美作守護職 の居館

跡 と推定 されてい る遺跡 ですが、櫻樹 を削 って十字 の詩 を記 した児 島高徳 の伝

承 と共 に、多 くの人 び とに親 しまれて きま した。

「方八十 間」 といわれ る広大 な館跡 は、長 い間草生地 として保存 されて いた

よ うですが、寛政 の頃大部分 が水 田 とな り、 明治 2年 には後醍醐天皇 と児 島高

徳 を合杞す る作楽神社 がほぼその中央部 に造成 され ま した。続 いて太平洋戦争

終戦 の前後 、神社周辺を埋立 てて全域 が境 内 とな り、池や周囲に堀が設 け られ

て今 日に至 って います。 このよ うに一部に変更が加 え られ ま したが、東・ 西・

北 の三方 には延長約 500mに わた って 往時の土塁が現存 し、今 尚昔 の面影を し

のばせています。

したが って この遺跡 は、 当地方 として は貴重 な文化財で、市 として も「宗教

法人作楽神社」 と協力 して保護保存 に努めて まい りま したが、更にその万全を

期す るため、管理 の在 り方 を再検討 し、史跡公 園 として環境を整備す ることに

な りま した。 そのため教育委員会 では「院庄館跡保存整備委員会」を設 け、地

元及 び神社側代表 、市文化財保護委員会、学識経験者か ら 12名 の委員を委嘱 し

保存整備 の基本方針 について協議 を重ねま した。

その結果、整備 の方 向を見定 め るため、文化庁 の許可を受 け県教育委員会 の

指導 によって土塁等 の トレンチ調査を行 うことと し、調査員には市文化財保護

委員渡辺健治、院庄小学校教諭土居徹 の両氏 をわず らわ し、市文化財保護主査

河本清 が現地 にあた って 12箇所の調査を実施 しま した。

この報告書 はその結果を ま とめた ものですが、遺跡地 は明治 2年以降神社 の

築造並 びに堀・ 池等 の造成 によ る破壊 を除 き、他 は保存 の状態がおおむね良好

であ ることが明 らかにな りま した。今後 は この調査結果 に基 いて整備を進 める

予定ですが 、ここに報告書 の刊行 にあた り、関係各位 の ご苦労 に深 く感謝 申 し

上 げ ると共 に、将来の本格的な調査 に期待 し、皆様 の ご指導をお願 いす る次第

です。 昭和 49年 3月

津 山 市 教 育 委 員 会

教育長 木 村 岩 治

1. この報告書は、津山市教育委員会によって行なわれた。院庄館跡整備事業計画に伴 う発掘調
査報告である。

発掘調査にあた っては、市文化財保護委員渡辺健治、院庄小学校教諭土居徹の両氏を調査員
として依頼 し、調査について検討、評価を受けた。

調査 は河本清が担当 し、須江尚志、湊哲夫、春名啓介、国貞圭也の各位の協力をえた。

切絵図作成にあた っては神尾斉氏の協力をえた。
この報告書の編集、執華は河本がおこな った。

本書で用いた高 さの数値は、海抜絶対高である。
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I 位 置 と 環 境

院庄館跡 は岡山県津 山市神戸字御館 443番 地 に所在す る。津 山市街地 の西に

南北 に長 く拡 けた院庄平野のほぼ中心 に立地す る。 この院庄平野 は、吉井川 と

その支流であ る香香 美川、久米川 によ って形成 され た沖積平野であ る、中国山

地 に源を発 し、南流 した吉井川 は院庄平野 の南 に答 え る嵯峨山山塊 によ って鋭

く曲折 し、流れを東 にかえて津 山市街地をぬけてい る。 その為、 この付近 にお

いて は、古 くか ら河道敷を変 えて お り、少 な くとも現河道西の久米 町分 にその

痕跡 を残す もの、或 は、館跡西南縁 を削 り、南東 にその痕跡す るもの とがみ ら

れ る。 したが って、館跡がの って いる地 は、 自然堤防状 の地形を呈 してい るが

館創設以後 はかな り安定 した模様であ る。地元古老 の話 しによると、明治 22気
同 23年 春 の大洪水 において も、 この地前面 まで水没 したが、この地 は水没か ら

まぬがれた との ことであ る。

平野部周辺 は、 中国山地か ら南 に派生 した低丘陵がのびてい る。 これ ら丘陵

は一般 に海抜 130～ 140m前 後の音状丘陵か らな って いるが、 ただ、北東 に遠

望 され る神楽尾 山 (山 城)、 南の嵯峨山 (山 城)、 神南備 山等 はそれ らを抜 き

んでて高 くそびえて い る。 こうした地理環境 にあ る院庄 の地 は、古代陸路 にお

いて は、 山陽 と山陰を結ぶ分 岐点 の地 に位置 してい る。即 ち、吉井川筋 に北上

して人形峠を越えれ ば因幡国に、西行 して勝 山、新庄を越えれば出雲国に湊す

る。 また、水上交通路をみれば、吉井川 は近世 において は、山間の津 山盆地 と

瀬戸 内海を結ぶ主要 な交通路 として、高瀬舟 の運行 が絶え ることがなか ったの

であ る。 おそ らく、古代、中世 において も物資の流通路 として、或 は、文化の

導入路 と して、重要 な動脈 とな っていたに違 いない。院庄館跡 は こうい った内

陸交通路 の拠点 とした位置 に立地 している。古代律令制 の施行 によ り美作国府

が津 山市街地 の西北高台に置かれ たの に対 して、中世以後江戸 時代 まで この地

が州府 として、中心的な存在 を しめるの もこうした交通 の有利 さと、広大な平

野か ら上 る農業生産力 =農民を直接支配で きる位置 にあ ったか らに相違 ない。

H館 跡 の 現 状

院庄館跡 は、明治 2年に後醍醐天皇を祭神 とし、児島高徳を配杞 として作楽
神社が建てられ〔1)そ の後、大正年間に改築されている。第2次世界大戦末期に
ま学生再生 徒の動員 によ って現在 み られ る神社周辺 の堀が掘 られ、戦後 には、
神社北東 に池を築 くな ど神社 として整備 されて きたのであ る。 その間、大正 H
年 3月 8日 に国指定史跡 として指定 されてい る。今 回の調査 によ って館跡 は史
跡地 のみな らず周辺 の水 田地 にも拡 が ってい ることが地籍名 によ って明 らか と
な った。 その範 囲は東西約 250m、 南北約 300mを 最小 と してぃる。 しか し、
この周辺は昭和 49年 に開通予定 されて い る中国縦貫 自動車道の建設 とともほ
急激 に変貌 され、工場の建設、宅地の造成等建設 の槌音 が絶 えない状況 にある。

―ユー



Ⅲ 調 査 の 経 過

本調査 は、史跡 院庄館跡 を史跡公 園 と して整備す るために、その基礎資料を

得 るための もの と して実施 した もので ある。 調査 は、土塁の残存状態 と構築時

期をつかむ こと、館 内の遺構 の保存状態の確認を主 目的 として、土塁 に 5ケ 所

館 内に 7ケ 所、計 12ヶ 所 に トレンチ (巾 、長 さとも一定 しない)を 設定 し実施

した。調査 は昭和 48年 11月 21日 に開始 し、 昭和 49年 3月 12日 に終 了 した。そ

の間、調査委員会 2回 、整備委員会 1回 、市文化財保護委員会 1回 、現地説 明

会 1回 、総務文教委員会視察 1回 等 の主な行事を開催 した。調査 にあた っては、

調査委員か ら多 くの指導、助言を受 けた。 また、作業員雇用 にあた って は、院

庄連合町 内会長小椋五作氏に、 当初発掘調査事務所 として公民館 を心 よ く借 用

くださった院庄公民館長河 田 示氏、 調査事務所用の飲料水 を提供 くだ さ った

神社 関係の方 々、特 に、十数年ぶ りの大雪 にみまわれ るとい う厳 しい寒 さの中

で、 われ われ と共 にご苦労下 さった作業員 の方 々等多 くの方 にお世話 にな り、

無事調査を完了す る ことが出来 た。記 して感謝 したい。

また、奈良国立文化財研究所平城京跡発掘調査部長坪井清足氏、同計測主任

牛川嘉幸氏には、熊山遺跡調査会で来岡の折、ご無理をお願いして現地指導を

受けた。合せて感謝す る次第である。

Ⅳ 調 査 の 概 要

1.基 本的層序          ′

調査 によ り確認 され た館跡 内の土層の基本

的層序を模式的に記せ ば図の とお りであ る。

盛土層 (① )は 地点 によってか な りの違 いが

見 られ、浅 い所 は約 20 cm、 深 い所 で約 50cm前

後である。 この盛土層 は神社建築 にかか る整

備の盛上であ る。盛土直下 には、灰色水 田層

がみ られ る。 この水 円層は江戸時代 頃に水 田

として使用 されていた もの と推定 され る。 こ

の直下 の酸化鉄層 と黒色土層面か ら多 くの遺

物が検出 されている。 黒色土 層はT-1以 外

の調査地 で確認 されて いる。 この面が館期の

生活 面 と推察 され る。黒色土以下 は無遺物層 と

化す る。

土 層 模 式 図

表 土

舅「J

層

砂 層

黒褐色混合土層

灰 色 水 田 層

黒 色
・AN土

^層

iと

'■

唐:

層雄
①

ｌ
ｌ

ｌ

サ

②

③

④

なり、暫時砂礫層か ら砂層に変

2.遺 構

土塁、T2,3,4,6に よ り上塁を直角 に切断 した。 その結果、T2を 除 く各 ト
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レンチに於て黒色土直上 に約 巾 2m～ 5mx高 さ 0,75m～ 1.9mの 盛上がみ ら

れ る。 この盛土は新 旧の 2層 に大別 され る。

古 い時期 の盛上 の数値 は表の とお りで ある

が 、 これが館期の上塁 の残存 を示す もの と

判 断 した。 これ ら土塁盛上の状態 は地点 に

よ り若千異 な るので以下各 トレンチ ごとに

記述す る。

T-3 土塁基盤層は固い灰褐色土 よ り

な り、その上 に褐色土 、砂礫混合土を盛 っ

藤 巾 高  さ

T-lo 47 450

T-2 力
生 270

r-3 （
υ

（
υ

つ
０

T-4 刀
生

Ｏ
Ｏ

T-6 380
(cm)

て い る。最下 層 の基盤層 は非常 に固 く、掘 り下 げ る途中に於て唐鍬 もなかなか

立たない状態 であ り、意識的 に固め られた 可能性 が強 い。 この上層 内には、須

恵器、磁器 の他鉄 ぞ くも合 んでいて、所謂 、整地層の状態を表 わ して い る。

上器類 の散布 は土層下 部の黒色土層面 に接す るか、 やや離れ た面 に多 くみ られ

る。 トレンチ東側の盛土斜面 にかか る部分に於て、 この灰褐色土層か ら成長 し

た とも思われ る松根 がみ られ、或は、灰褐色 土面での一定期間の生活 も考 え ら

れ たが、 この層の上面 と次 の盛土 との間は、そ うい った状 況はみ られず一気 に

築成 され た状態を看取 され るので、松根 につ いて は、盛土築成後成長 したか、

植樹 され た もの と推察 した。 この古い時期の上塁の上 は、円礫 によ る高 さOB m

の盛 りがみ られ る。 これ は戦後の神社整備 によ る池 構築 のための 掘 り上 げ上を

盛 った ものである。

T-4,6 灰 褐色土 または暗灰色土 によ る土塁残存跡 を看取 され る。両端、

高 さとも削平 されて いるが、 その痕跡 は明 瞭で ある。

T-10 黒色土直上 に暗褐色土 よ りな る と層 の盛上によ って上塁が築かれ

てい る。 この盛土 には須恵器 (糸 切底 )を 包合 してい る。

T-2  黒色土 と盛上の間に 2層 に大別 され る灰褐色土がみ られ る。

上塁盛 は この上層上面に築成 されて いる。 その上盛土 は、他の地点ではみ ら、れ

ない黄褐色上 と黒色上の混合 ± 1層 によ って築 かれて い るのみな らず、 この盛

土 は固 くしめ られた状態ではな く、 ただ積み上げた といった状態を呈 して い為

盛上のは じまる面の レベルは他の トレンチのそれ と一 致す るのであ るが、或 は

新 しい時期 に築成 され た ものか とも考え られ る。即 ち、貞享 5年 (1688)国 主

森長成の時、長尾隼人勝 明が石碑を建 て、後醍醐天皇 と児 島高徳 を顕彰 してい

るも この時 に旧街道 よ り石碑 まで を直線 に新道 (参 道)を開 いて い るのであ る

が0頂度、T-2の 東部分 が 、この道筋にあた って いる。 今 この石碑の位置に

立 って上塁の南北 セ ンターを狙 うとT-2部 分の上塁 は完全 に西にずれて いる。

しか も現存 してい る土塁の状況 もこの部分 だ け低平であ る。 こうした ことか ら

みて も、検 出された上塁は江戸時代に改築 され た可能性 が強い。

-3-



以上、各 トレンチに於 け る土塁の状態をみたが、 これ ら土塁 は、T-2を 除

いて基盤層 に平安末か ら鎌倉期の遺物を合んでい るので、館存続期ではあって

もやや遅れて構築 され た もの と考 え られ る。

これ らの古い時期の上塁 はさ らに盛土 され、現在 の上塁 とな って いる。

井戸 、T-1に 於て発見 され た もので ある。 掘方 は 2.2m× 2.4mの 隅丸方形を

基本 と して いるが、東 に長方形の突 出が 2ケ 所み られ る不整形 な ものであ る。

時間 と経費の関係で完掘 はで きなか った。 検出の段階では掘方 内に児頭 大の河

原石 の広が りが中心 に向 って落 ち込んだ状態 をみせ ていた。 これ ら落 ち込 み石

を取 り上げて ゆ く中で井戸 枠を確認す ることがで きた。 日径約 6 0Cm、 深 さ 1.3れ

以上 の井戸であ る。上部は河原石 による円形 の枠組 をな しているが、 その残存

状態 は良 好で はない。井戸下部 は推定一辺 8 0cmの 方形の一枚横板 によ る枠組

であ る。板材 は厚 さ約 2 clll、 巾約1 0cmで 内面 にやや張 り出 した ものであ る。西

北角 における部分的な確認では、隅柱 はな く、横板 の裏 に溜板 とで も呼ぶ 2枚

の板材を縦 に打 ち込んで井戸 枠角 を固定 して い る。 井筒 は確認 されていない。

掘 り下 げ途 中に於て、 2ケ 所 の部位で井戸穴 を覆 うかの状態で板材が横 たわ っ

ていた。上部の横板 は、井戸底部を確認す るためにかな り無理 な状態で取 り上

げたが、下部のそれは検出の状態 で保存 した。 これ らの用途を確認す るために

は井戸上部を壊 し、掘方 にそ って検 出されなけれ ばな らない。井戸 内か らの 出

土遺物 は、養 、上師質摺鉢、瓦質 土鍋、墨書木片、箸状木整品等で ある。

柱 穴 柱穴はT-2、5で 各 1個 、T-9で 5個 、計 7個 の検 出をみたにす ぎ

ない。 しか し、限定 され た トレンチ調査では この程度でやむをえない と考 える。

む しろ、上層等 か ら判 断すれ ば、面的調査を実施すれ ばかな りま とま った建物

の存在 が予想 され る。検 出され た柱穴は館期の基盤層 とな って いる黒色土層を

切 り込んでい る。径約 35 cm、 深 さ 2 0cm前 後の もので掘立柱の建物の存在擾

付 けて いる。T-9に 於て は、現井 戸を とり込む状況で検出 され、井戸 の上屋

と しての建物を推定 したが、 この井戸 は新 し く構築 され た もので建物 とは関係

しない ことが井戸 の水 抜 きによ っては っきりした。

堀 神社周辺の トレンチ (15,11,12)に 検 出 され たのである、明治 2年 神社築

造期 に掘 られ た もので館跡 とは関係 しない。 ただ、墨書磁器 はT-11の 堀 底

か ら発見 され たのであ るが、造営時の偶然の落 ち込み と考 え られ る。

3.遺  物

出上 した遺物 の量は多 くないが、須恵器、 陶磁器、土鍋、鉄釘、錦彦族、木器

等 内容 は豊富であ る。遺構 に伴 な うもの と しては、井戸 出上の もののみで ある

が、全般的に調査区の全域か ら出上 した。 これ らの大部分 は先 に記 したよ うに、

黒色 上 に接す る面 か らの検 出が多い。     /
須恵器 チ不 、奏 、小 皿等 が出上 してい る。i不 は全て糸切底で高台のつ いた も

のはみられない。復原できるもので回径Ⅲ 3clll、 高さ 4.3 cmを 計るb器型は 身
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の下部が丸 く張 り出 して底部 との境 に稜をな さない もの と、 自然 に立 ち上 るも

の とがみ られ る。小皿は径の わ りに浅 く切糸痕 はみ られ ない。と不、小皿 とも灰

色 を基調 とし焼成 は堅級である。

甕 は日縁 が玉縁 を な して いる もの と、外反 しなが ら自然に薄 く口縁端部を結

ぶ もの とが ある。玉縁をなす甕は肩部に整形時の指頭圧痕を とどめ、 内面 は

削 り後、なで仕上を してい る。 奏 I同 部片 は表面に格子 目の 叩きが顕著 な ものが

多い。それ らの内面 は、刷毛 目仕上を縦横に残 す もの と、青海波の叩 きを消 し

て いるもの とがみ られ る。 所謂、灰色 の須恵器 と淡褐色 の上師質 の色調で はあ

るが固 く焼 き締 った もの とがある。

須恵器ではないが、瓦質奏片 が 2片 ある。

陶磁器

青磁、青 白磁で器型 を推察 され るものは、全て碗で あ る。 日縁部は玉縁状 に太

く帯 を なす もの と、 自然 に結 ばれ るもの とが ある。 底部 は高台 にな るもの と上

げ底 とな るもの とがみ られ る。上げ底 にな るものは、底部径 4 cIIlを 計 る。胎 土

は灰色 ない し、 白灰色 を呈 し、粕 は内面身下部 まで、外 面 は身部中央 をやや下

った所 までか けている。墨書磁器 は、 碗底部外面に墨書 されてい る。総数 8点

出土。 その他、高麗青ぎとみ られ る 1点、天 目茶碗 1点 、古織 ギ
)(器

形不明 )

1点 、常滑焼甕片 1点 、備前焼摺鉢 1点、初期伊万重Ъ 点等がみ られ る。

土鍋、土師質 と瓦質 の ものがあ り、胴部を復原で きるものはない。 煤の付着

をの こしてい るもの もあ る。

土師質摺鉢 、 口縁外面をやや丸みを もたせ て斜 めに切 った もので、摺 日はま

ば らである淡褐色 を呈 し、一 見やわ らかい感 じがす るが焼成はよい。

曇必 i「 |二 急二営三 しえ をな二を と:倉 毒冥巽涙必雫翠 援彊皇森こ をどう

°

痕 とも考 え られ る くせを もってい るが、定かでない。

木器 箸状木製品、断面 7角 をな し先端が細 くな って いる。 径 0.5 cIIl、 現長

9,4 clllを 計 る。 墨書木片、現長 1 0clll碍苓 0.6 clllの 木札状の もので 2ケ 所 に墨

書痕 をみせ てい るが判読不能で ある。

これ ら遺物は、平安末期か ら室町時代 にかか るものが大部分 であ る。

注 1.矢 吹正則、「院荘作楽香」 明治 38年 1月 。 作楽 神社保存事務所

注 2.注 1に 同 じ。

注 3.県 教委文化課、伊藤晃氏の教示によ る。

注 4.注 3に 同 じ。

注 5.津 山みの り学 園勤務、植月壮介氏の教示による。

注 6.県 教委文化課、栗野克 己氏の教示 による。
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V まとめにかえて

おわりに調査員会議により結論づけられた遺跡及び遺構の評価によりまと

めとしたいも

と,調 査地のほぼ全燃 にみ られる黒色上層は、鎌倉時代かそれを大きく下 らな

い時代の生活面である。即ち、館期の生活面としてよいであろう。

Z トレンチ 1の 井戸の時期は鎌倉時代のヽのであろう。

& トレンチ 9の神社拝殿市に襟出された柱穴群は、館期の柱穴として結論づ

けられる。したがつて、この付近が館建物の密集する地区であろう。

4 土塁の構築された時期は、鎌倉時代1以 降で館存続期に集成されたものであ

る。

丘 本館跡は従来から水田、畑等によって、土塁以外はかなり破壊されている

であろう等の見方もあったが、調査の結果、遺跡地の破壊は明治 ?年 以降、神

社の築造な らびに整―備に伴 う堀、池等にょるもあで、それ以外は大

=く

破壊 さ

れていないことが判明された。
16!.周

辺の切絵図を
―
検討するに、真跡以外の東、西、北側に「御館」t「御館

掘り」、「掘り」等の地名がみられる。 このことはもとの「館」は、史跡以外

に広がるものと推定され、その範囲は東西 250m、 南】ヒ300m以上である。
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土 塁 (T2.南 か ら)

図版 2 土 塁 (T3.遺 物出土状態、西か ら)



土 塁 (T6.北か ら)

図版 3 トレンチ 5(手前の堀は神社整備に伴うもの。東から)



柱穴 (T9西か ら)

図版 4 鉄鏃 出土状態 (T3)
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